第 １ 号議案　

公益社団法人須恵町シルバー人材センター
令和２年度事業報告（案）

　上記について、別紙のとおり提出する。

令和３年５月２８日
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理　由
本案は、公益社団法人須恵町シルバー人材センター定款第４３条の規定に基づき、令和２年度事業報告を作成したので、同条の規定に基づく承認を求めるものです。

公益社団法人須恵町シルバー人材センター
令和２年度事業報告（案）

（事業概要）
我が国の人口は、2005 年に戦後初めて減少し、その後、一時的に増加したものの、2011年から再度減少に転じ、今後もさらなる減少が見込まれている。2060年には総人口が 9000 万人を割り込み、それに占める生産年齢人口の割合は 50％近くに低下すると推計されている。また、高齢化は一層進行し、2060 年には高齢化率（65才以上人口の割合）は 40％ 近い水準になると推計されている。日本の人口構造からみると、現在は１人の高齢者を2.6 人で支えている社会構造になっているが、少子高齢化が一層進行する 2060 年には１人の高齢者を 1.2 人で支える社会構造になると想定される人生 100 年時代を見据え、高齢者の生きがいづくり、さらに労働力の確保の観点からも、働く意欲のある高齢者がこれまでに培った能力や経験を活かし、生涯現役で活躍し続けられるような社会環境を整えていくことが必要である。とりわけ、団塊の世代が労働市場からの本格的な引退過程に入り、居住地と離れたところで仕事中心の生活を送ってきた層の多くが地域に活動の場を移しつつある中、これらの人が活躍できる環境の整備が喫緊の課題となっている。また、高齢化による社会保障負担の増加が懸念されているところであり、高齢者が生きがいを持って社会参加することで、健康維持、介護予防となることが期待され、社会保障負担の軽減につながると考えられる。特に、意欲と能力に応じた就業機会を確保・提供し、社会を支える立場であり続ける高年齢者を増やしていくことが急務となっており、シルバー人材センター事業の重要性や期待感が示されている。
当センターは、従来の高齢者福祉の側面からの施策だけでは不十分となり、今後の高齢者の能力活用をいかに図るかが、須恵町行政の今日的重要な課題ととらえ、1996年須恵町ボランティア連絡協議会を結成し、一人暮らし、高齢者、高齢者夫婦世帯、障がい者宅の庭木の剪定や草刈り、草取りなどの奉仕活動を無償で行ってきた。2004年須恵町シルバー人材センターの基盤組織として須恵町｢茅の会｣と名称を変更し、有償に切り替えさらに、2007年須恵町シルバー人材センター｢杖の会(任意団体)｣として発足し、2010年に一般社団法人となり、2014年には公益社団法人の認定を福岡県受けた。
今後は、高齢化の進展により、地域を支えるシルバー人材センターに対する期待がさらに高まり、地域で頼りにされる存在感あるシルバー人材センターになるため、今後の行動指針として第２次中期計画を基本として以下の事業の推進を図った。



一　雇用によらない臨時的かつ短期的な就業またはその他の軽易な業務に係る就業機会の確保・提供事業、社会参加のための支援（公益目的事業）

１　就業機会提供等事業
（１）受託事業
就業の提供にあたっては地域から発注された仕事の情報を可能な限り高年齢者に周知し、希望、能力に応じて公平に就業機会の提供を行った。また、希望の多い職種ではローテーション就業等によるワークシェアリングを推進し、仕事の分かち合いに適切に配慮した。
ただ、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、受注が減少した。
①令和２年度実績（独自事業を除く）
	就業実人員
	就業延人員
	就業率
	契約金額

	１６５人
	１５，８０５人日
	86.8％
	５２，７０３千円


②主な就業分野
・技能分野　　　　剪定、襖・障子・網戸張替、大工仕事
・管理分野　　　　公共施設管理（ほたるの湯、地域活性化センター
浄水場、町有花壇、スポーツ公園）
・一般作業分野　　除草（町有地、家庭）
屋内清掃（役場庁舎内、社会教育施設、民間企業）
・サービス分野　　家事援助（清掃、洗濯）、子育て支援

（２）独自事業
高年齢者の知識・経験・能力を生かし地域社会へ多種多様なサービスを提供するため、独自の創意と工夫により次の事業を実施した。
①実施事業
・包丁研ぎ事業　
　毎月第４月曜日にセンター作業所にて実施した。
　依頼数：45名　125本
・手作り小物事業
　月2回女性会員が小物を作成し、販売を行った。
また、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴いマスクの販売を行った。
・ワンコインサービス事業
　町内居住65歳以上の高齢者世帯等に1時間以内の作業を500円で行う
予定だった。　　依頼件数：0件
・石焼き芋販売事業
　11月から3月まで毎週月曜日に販売を行った。　
　2月からは販売個所を増やし、週2回（月・水曜日）販売を行った。

②令和２年度実績
	就業実人員
	就業延人員
	就業率
	契約金額

	２６人
	１９０人日
	96.3％
	１，２１１千円



二　雇用による臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業機会の確保・提供事業（公益目的事業）
１　職業紹介事業
　　本年度は実施なし

２　労働者派遣事業
地域社会における就業ニーズと高年齢者が求める就業形態の多様化に応えるため臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務の範囲において労働者派遣事業を推進し高年齢者の就業機会を拡充・提供した。
労働者派遣事業に係る業務については、連合会と派遣労働契約及び雇用契約について随時事業相談を行い、幅広い就業分野の開拓に努め、取り組んだ。
しかし、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、就業機会が減少した。
①須恵町事務所　令和２年度実績
	就業実人員
	就業延人員
	雇用就業率
	契約金額

	２８人
	２，７３７人日
	１４．７％
	８，９８３千円


②主な就業分野
・介護老人保健施設
・そろばん塾
・保育補助
・清掃業
・地方自治体事務

三　高年齢者の就業機会の確保や社会参加活動を発展・拡充するための普及啓発、情報提供、研修・講習、相談・助言、調査研究等
１　普及啓発活動
（１）広報活動
　　　広報委員会を１回開催し、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、メー
ル等で情報を交換し、広報紙「かがやき」第22号を９月、第23号を１月に
発行した。第22・23号ともに全戸配布を実施した。
ホームページを２か月ごとに更新し、情報公開に努めた。また、事務局だよりを毎月発行し就業の紹介などを行った。
会員拡大推進委員会では、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、イベ
ントがほとんど中止となったため、活動が行えなかった、唯一、校区コミュ
ニティのイルミネーション事業開催時に広報活動を行った。
（２）社会参加活動
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、町内清掃ボランティア活動を
中止した。
（３）地域交流活動
・校区コミュニティ等のイベントへの参加とその場を活用したPRを行う予
定だったが、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、ほぼ中止となっ
た。　　

２　安全・適正就業推進事業
（１）安全就業対策
安全就業委員会による安全パトロールを２回行った。剪定、除草、浄水場、
環境整備など８現場を巡回し、安全適正就業基準に基づき指導を行った。改
善点については、その場において班長への指導を行った。
センター主催の安全就業促進大会は新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い中止したが、連合会主催の安全就業促進大会には委員が参加した。
（２）適正就業の徹底
委員会を３回開催し、基本理念に基づき適正かつ公平な就業機会を提供
　　した。就業先希望調査により会員の希望を把握し、就業年数による職群交替
を行った。事前に就業年数を周知したので、スムーズに交替が行われた。
ただ、待機者への対応が多様化し、新規入会者の希望に添えないケースがみられたので、新たなルールを決定した。
　今後は、受託事業と派遣事業との調整や待機者の増加に対応することが　喫緊の課題となっている。

３　相談事業
（１）就業相談の実施
会員及び地域の高年齢者を対象に社会参加活動を促すため、随時、電話や
窓口で就業相談等に対応するとともに、未就業会員や、少就業会員について
も相談に応じ就業希望に沿えるように努めた。
（２）入会説明会の開催
入会を希望する高年齢者を対象に毎月開催した。（第２金曜日）
開催日時は、ホームページ、町広報紙、ポスター等にて周知、公開した。
内容はセンターの運営、就業内容、事業活動等について説明。
　　随時受付も行い、説明を行った。
　　①令和２年度実績
	開催数
	参加者（名）
	入会者（名）
	入会率（％）

	12
	男性
	女性
	計
	男性
	女性
	計
	男性
	女性
	計

	
	10
	12
	21
	4
	6
	10
	40
	50
	48


　　②入会説明会を知った理由
　　　広報・チラシ等：5名　　会員知人からの紹介：12名　　その他：4名

４　研修・講習事業
　　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、センター主催の講習会等はすべ
て中止した。

５　センター運営の整備強化
　　事務の多様化に対応するため、派遣担当者を雇用し派遣事業の強化を図っ
た。さらに、総務・会計及び業務のため、臨時的任用職員を２名雇用し事務処理の効率化が図られた。
　　今後は、理事会・各委員会の活性化を図り、「自主」「自立」「共働」「共助」　
　の基本理念の周知を図り、また、発注者や高齢者の期待に応えるため、職員が自らの使命と役割を再認識し課題の解決に取り組むとともに、各種研修会にも積極的に参加して効率的な事務処理能力の向上に努める。

６　会員の状況
（１）会員数及び入会率
（単位:人）
	項目
性別
	人　口
	60歳以上
	会員数
	入会率

	男　性
	14,162
	3,979
	95
	2.4％

	女　性
	14,767
	5,097
	95
	1.9％

	合　計
	28,929
	9,076
	190
	2.1％



（２）会員年齢別構成
（単位:人）
	項目
性別
	60歳
未満
	60-64歳
	65-69歳
	70-74歳
	75-79歳
	80歳
以上
	合計

	男　性
	0
	0
	15
	21
	34
	25
	95

	女　性
	0
	3
	13
	43
	20
	16
	95

	合　計
	0
	3
	28
	64
	54
	41
	190








（３）会員の入退会状況
（単位:人、歳）
	項目
性別
	R元年度末
会員数
	R2年度
入会数
	R2年度
退会数
	R2年度末
会員数
	平均年齢

	男　性
	101
	12
	18
	95
	76.3

	女　性
	93
	12
	10
	95
	74.2

	合　計
	194
	24
	28
	190
	75.2



（４）退会理由別
（単位:人）
	項目

性別
	病気
（本人）
	就職
	希望する仕事なし
	転居
	会費
未納
	加齢
	その他
	合計

	男　性
	6
	3
	3
	2
	3
	0
	1
	18

	女　性
	3
	2
	0
	1
	2
	1
	1
	10

	合　計
	9
	5
	3
	3
	5
	1
	2
	28




（５）職群別会員登録状況
（単位:人）
	項目

性別
	技術群
	事務職業群
	サービス群
	農林漁業群
	生産工程群
	建設採掘群
	一般作業群
	その他
	合計

	男性
	1
	2
	11
	11
	2
	6
	60
	2
	95

	女性
	0
	15
	24
	4
	2
	0
	50
	0
	95

	合計
	1
	17
	35
	15
	4
	6
	110
	2
	190














７　事業実績
（１）月別事業実績
	　項目

月
	受託
延件数
（件）
	契約金額
（円）
	就業
延人員
（人）
	会員数
（人）
	就業
実人員
（人）
	就業率

	4月
	49
	3,661,324
	1,183
	184
	182
	98.9%

	5月
	54
	3,742,430
	1,219
	184
	189
	102.7%

	6月
	79
	4,575,292
	1,406
	179
	197
	110.1%

	7月
	82
	4,856,506
	1,451
	184
	190
	103.3%

	8月
	74
	4,312,088
	1,342
	184
	194
	105.4%

	9月
	78
	4,176,911
	1,362
	181
	188
	103.9%

	10月
	84
	4,795,861
	1,440
	186
	189
	101.6%

	11月
	72
	4,434,937
	1,319
	190
	187
	98.4%

	12月
	79
	4,911,442
	1,382
	189
	205
	108.5%

	1月
	51
	3,288,751
	1,067
	190
	165
	86.8%

	2月
	51
	3,536,167
	1,168
	190
	183
	96.3%

	3月
	62
	7,622,501
	1,466
	190
	215
	113.2%

	計
	815
	53,914,210
	15,805
	
	2,284
	



（２）職群別事業実績
	　項目


職群
	受注
件数
（件）
	就業
延人員
（人）
	契約金額（円）

	
	
	
	配分金
	材料費
	事務費
	合計

	サービス群
	241
	3,582
	10,645,060
	1,340,592
	500,089
	12,485,741

	農林漁業群
	138
	1,384
	5,309,605
	690,419
	555,293
	6,555,317

	生産工程群
	34
	98
	327,339
	83,968
	27,703
	439,010

	建設採掘群
	4
	10
	48,720
	5,933
	4,693
	59,346

	一般作業群
	398
	10,731
	28,703,779
	2,847,369
	2,823,648
	34,374,796

	合計
	815
	15,805
	45,034,503
	4,968,281
	3,911,426
	53,914,210



（３）公共・民間別事業実績
	　　　　　項目

職群
	受注
件数
（件）
	就業
延人員
（人）
	契約金額（円）

	
	
	
	配分金
	材料費
	事務費
	合計

	公共事業
	325
	12,699
	36,428,639
	3,983,335
	3,029,322
	43,441,296

	民間事業
	一般企業等
	86
	918
	1,522,397
	21,246
	167,544
	1,711,187

	
	個人・家庭
	374
	1,998
	6,435,452
	456,781
	658,358
	7,550,591

	
	独自事業
	30
	190
	648,015
	506,919
	56,202
	1,211,136

	合　　　計
	815
	15,805
	45,034,503
	4,968,281
	3,911,426
	53,914,210



（４）契約金額年度推移
	　項目

年度
	契約金額
（円）
	前年度比
	就業
延人員
（人）
	会員数
（人）
	就業
実人員
（人）
	就業率

	Ｒ２
	53,914,210
	93.2％
	15,805
	190
	165
	72.7％

	Ｒ１
	57,835,966
	103.7％
	16,699
	194
	227
	117.0％

	Ｈ30
	55,786,293
	105.9%
	16,834
	183
	173
	94.5%

	Ｈ29
	52,671,061
	102.7%
	16,784
	171
	165
	95.9%

	Ｈ28
	51,262,397
	122.7%
	16,486
	158
	159
	100.6%

	Ｈ27
	41,792,509
	104.3%
	13,020
	152
	153
	100.7%

	Ｈ26
	40,061,966
	115.5%
	11,947
	158
	149
	94.3%

	Ｈ25
	34,695,434
	-
	9,999
	163
	149
	91.4％

	
８　主な行事及び会議
	

	（１）年間行事
	

	開催日
	内　　　　容
	場　　所

	4月10日
	入会説明会
	センター会議室

	5月8日
	決算監査
	センター会議室

	5月14日
	第1回理事会（書面議決）
	－

	5月15日
	入会説明会
	センター会議室

	5月29日
	定時総会
	センター会議室

	6月8日
	第1回広報委員会
	センター会議室

	6月12日
	入会説明会
	センター会議室

	6月18日
	連合会総会・研修（委任状送付）
	－

	7月9日
	第2回理事会
	センター会議室

	8月18日
	町財政援助団体監査
	センター会議室

	8月21日
	入会説明会
	センター会議室

	9月1.2日
	介護家事援助講習会（連合会主催）
	センター会議室

	9月11日
	入会説明会
	センター会議室

	10月2日
	第1回安全就業委員会
	センター会議室

	10月2日
	連合会全体事務局長会議
	福岡県連合会

	10月9日
	入会説明会
	センター会議室

	10月19日
	第1回適正就業委員会
	センター会議室

	10月29日
	第1回職群班班長会議
	センター会議室

	10月30日
	
	

	11月4日
	連合会安全就業促進大会
	福岡市東区

	11月10日
	第1回会員拡大推進委員会
	センター会議室

	11月11日
	第1回就業開拓委員会
	センター会議室

	11月12日
	中間監査
	センター会議室

	11月13日
	入会説明会
	センター会議室

	11月19日
	第3回理事会
	センター会議室

	11月24日
	手作り小物講習会（連合会主催）
	センター会議室

	12月4日
	第2回安全就業委員会
	センター会議室

	12月10日
	役員推薦委員会
	センター会議室

	12月11日
	入会説明会
	センター会議室

	12月18日
	子どもの居場所づくり事業全体会議
	センター会議室

	12月21日
	第2回適正就業委員会
	センター会議室

	12月23日
	女性会員拡大会議
	福岡県連合会

	12月24日
	第2回職群班班長会議
	センター会議室

	12月25日
	
	

	1月14日
	第4回理事会
	センター会議室

	1月14日
	役員推薦委員会
	センター会議室

	1月15日
	入会説明会
	センター会議室

	2月12日
	入会説明会
	センター会議室

	2月15日
	第3回適正就業委員会
	センター会議室

	2月24日
	業務担当研修会（書面開催）
	‐

	2月26日
	経理担当セミナー（リモート開催）
	-

	2月26日
	安全就業推進員研修会（書面開催）
	‐

	3月5日
	総務・会計研修会（連合会）
	福岡市博多区

	3月11日
	第5回理事会
	センター会議室

	3月12日
	第6回理事会（書面議決）
	‐



（２）理事会開催状況
	[bookmark: _Hlk35338403]回
	開催日
	審議内容

	第１回
	　５月１４日
（書面議決）
	令和元年度収支補正予算（第４回）専決
令和元年度事業報告
令和元年度決算報告及び監査報告
総会の日時及び場所並びに目的である事項の承認
新規入会者の報告
令和２年度収支補正予算（第１回）

	第２回
	　７月９日
	役員候補者選考要綱の廃止について
役員選考基準の廃止について
役員推薦要綱に制定について
新規会員入会促進報奨規程の制定について
令和２年度収支補正予算（第２回）
新規入会者の報告（当日配布）
安全就業促進大会について　　　
ボランティア活動について
職務執行状況報告書
各委員会報告

	第３回
	１１月１９日
	役員推薦委員会の設置について
令和２年度収支補正予算（第３回）専決処分
令和２年度収支補正予算（第４回）　
新規入会者の報告
前期監査について
次年度就業希望受付票について
会員アンケートについて
福岡県最低賃金改定について
職務執行状況報告書
各委員会報告　　　
事業実績比較について（４月～９月）
収支相償について
改正高年齢者雇用安定法について
イルミネーション事業について

	第４回
	１月１４日
	令和２年度収支補正予算（第５回）　
新規入会者の報告
会員アンケートについて
会員アンケートについて
職務執行状況報告書
各委員会報告　　　
次年度就業について

	第５回
	３月１１日
	マイカー通勤規程の制定
マイカー業務使用規程の制定
特定費用準備資金の積立について
令和３年度事業計画（案）  
令和３年度収支予算（案）　
役員推薦者について
新規入会者の報告　
Ｒ３配分金について　　　　
職務執行状況報告
各委員会報告　　
令和３年度理事会・委員会開催予定表

	第６回
	３月１２日
（書面議決）
	役員賠償責任保険契約について



（３）安全就業委員会（安全パトロールも含む）開催状況
	回
	開催日
	審議・報告内容

	第１回
	１０月２日
	・安全パトロール意見交換
　○除草班１か所
　○環境整備班３か所
・事故報告２件

	第２回
	１２月４日
	・安全パトロール意見交換
　○剪定班１か所
　○浄水場班１か所
　○環境整備班２か所



（４）適正就業委員会開催状況
	回
	開催日
	審議・報告内容

	第１回
	１０月１９日
	・活動計画について
・就業希望調査票等の内容確認について

	第２回
	１２月２１日
	・Ｒ３就業希望調査について
・就業相談の案件について

	第３回
	２月１５日
	・Ｒ３職群班名簿の確認



（５）広報委員会開催状況
	回
	開催日
	審議・報告内容

	第１回
	６月８日
	・「かがやき」22号について



（６）就業開拓委員会開催状況
	回
	開催日
	審議・報告内容

	第１回
	１１月１１日
	・今年度の活動計画について



（７）会員拡大推進委員会開催状況
	回
	開催日
	審議・報告内容

	第１回
	１１月１０日
	・今年度活動計画について


　
（８）地域班会議開催状況
	回
	開催日
	審議・報告内容

	－
	－
	－



（９）職群班班長会議開催状況
	回
	開催日
	審議・報告内容

	第１回
	１０月２９日
（分割開催）
	・次年度就業希望調査について
・アンケート調査のついて
・新規会員入会促進報奨規程について
・就業報告について

	
	１０月３０日（分割開催）
	

	第２回
	１２月２４日（分割開催）
	・コロナウイルス感染症対策について
・ショートメールサービスについて
・就業報告について

	
	１２月２５日（分割開催）
	






（１０）班会議開催状況
	班名
	開催日
	内　　　容

	小物サロン班
町広報紙配布班
ほたるの湯班
環境整備Ａ班
役場清掃班
	３月１５日
	・Ｒ３就業について
・班長選出
・ショートメールサービスについて

	花壇班
スポーツ公園班
地域活性化センター班
環境整備班Ｂ班
	３月１６日
	・Ｒ３就業について
・班長選出
・ショートメールサービスについて

	浄水場班
アザレア他清掃班
除草班
環境整備Ｃ班
	３月１７日
	・Ｒ３就業について
・班長選出
・ショートメールサービスについて

	子育て支援班
家事援助班
子どもの居場所づくり班
剪定班
環境整備Ｄ班
	３月１８日
	・Ｒ３就業について
・班長選出
・ショートメールサービスについて



（１１）事故報告
	保険区分
	発生日
	就業名
	状況

	賠　　償
	Ｒ2.4.23
	カルチャー
センター清掃
	施設の鍵を紛失した。

	
	Ｒ2.7.17
	除　草
	刈払機による飛石事故でセンターの軽トラックの窓を破損した。

	
	Ｒ2.8.7
	除　草
	停車中のセンターの軽トラックがバックしたときに後ろにいたバイクと接触しバイクが破損した。

	
	Ｒ2.8.31
	除　草
	刈払機によりボイラーの給水管を破損した。
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